
　
平
成
２
７
年
４
月
か
ら
税
・
料
金
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
コ
ン
ビ
ニ
）
と
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
や
郵
便
局
・
簡
易
郵

便
局
で
も
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
は
全
国
で
、
郵
便
局
は
九
州
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
市
税
な
ど
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
税
・
料
金
】

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
市
営
住
宅
使
用
料
、
市
奨
学
金
（
青
い
鳥
育
英
資
金
を
除
く
）

【
納
付
場
所
】

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
　
そ
の
他
提
携
コ
ン
ビ
ニ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
・
簡
易
郵

便
局
（
沖
縄
県
を
除
く
九
州
管
内
）
市
指
定
の
金
融
機
関
や
市
役
所
窓
口
で
も
、
今
ま
で
通
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
で
取
り
扱
い
で
き
な
い
も
の
】

・
平
成
２
７
年
３
月
３
１
日
以
前
に
発
行
し
た
納
付
書
・
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
無
い
も
の
・
納
付
書
に
記
載
の
期
限
を

過
ぎ
て
い
る
も
の
・
金
額
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
も
の
・
領
収
書
を
切
り
離
し
て
し
ま
っ
た
も
の
・
傷
や
汚
れ
に
よ
り
バ
ー

コ
ー
ド
が
読
め
な
い
も
の
・
１
件
あ
た
り
の
金
額
が
３
０
万
円
を
超
え
る
も
の

●
問
い
合
わ
せ
先

＊
市
税
（
税
務
課
／
℡
２
３
‐
０
１
１
５
）
　
＊
介
護
保
険
料
（
長
寿
介
護
課
／
℡
２
３
‐
１
１
４
０
）

＊
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
ほ
け
ん
課
／
℡
２
３
‐
０
１
１
６
）

＊
保
育
料
（
子
育
て
支
援
課
／
℡
２
３
‐
１
２
７
８
）
＊
市
奨
学
金
（
学
校
教
育
課
／
℡
２
３
‐
０
４
２
４
）

編
集

発
行

／
小

林
市
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須 木 分 館 の 旬 な 情 報

や 話 題 を お 届 け し ま

す 。
◎ お す す め 本 の 紹 介

　
か

る
か

や
茅

葺
屋

根
葺

き
替

え
工

事
が

完
了

し
、

４
月

１
日

か
ら

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

と
し

て
、

か
る

か
や

昼
間

営
業

を
ス

タ
ー

ト
し

ま
す

。
　

須
木

の
四

季
折

々
の

産
物

を
使

用
し

た
、

地
産

地
消

料
理

「
か

る
か

や
御

膳
」

を
メ

イ
ン

に
、

多
く

の
利

用
者

に
満

足
い

く
サ

ー
ビ

ス
を

目
指

し
ま

す
。

い そ が な い と 、 ゆ う え

ん ち が し ま っ ち ゃ う よ

『 お お き な ３ び き ゆ う

え ん ち へ い く 』

作 ・ 絵 　 ク リ ス ・

ウ ォ ー メ ル

訳 ・ 小 風 　 さ ち

発 行 ・ 徳 間 書 店

～
 一
般
書
 ～

楽 し き 家 族 の て ん や わ

ん や の 物 語

『 乙 女 の 家 』

著 者 ・ 朝 倉 　 か す み

発 行 ・ 新 潮 社

＊ 貸 出 中 の 図 書 は 予 約 で

き ま す ＊

【 お 問 合 せ 】 須 木 分 館

☎ 四 八 ‐ 二 九 五 四



　 　

　 　
須

木
地

域
協

議
会

で
は

、
毎

月
１

回
、

須
木

地
区

の
事

業
に

関
す

る
こ

と
や

、
須

木
地

区
の

活
性

化
な

ど
を

協
議

す
る

「
地

域
協

議
会

」
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

　
以

下
、

３
月

２
日

に
行

わ
れ

た
地

域
協

議
会

の
主

な
内

容
を

紹
介

い
た

し
ま

す
（

２
月

は
視

察
研

修
実

施
に

よ
り

会
議

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
）

。
　 ３

月
２

日
（

月
）

開
催

(１
) 

須
木

地
域

自
治

区
の

設
置

期
間

延
長

に
つ

い
て

の
請

願
書

・
要

望
書

に
つ

い
て

　
須

木
地

域
自

治
区

の
設

置
期

間
延

長
に

つ
い

て
の

請
願

書
（

小
林

市
議

会
議

長
あ

て
）

・
要

望
書

（
小

林
市

長
あ

て
）

に
つ

い
て

、
そ

の
内

容
と

３
月

議
会

中
に

提
出

す
る

こ
と

が
提

案
、

承
認

さ
れ

、
３

月
４

日
に

小
林

市
議

会
議

長
及

び
小

林
市

長
へ

提
出

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
　

３
月

議
会

の
結

果
に

つ
き

ま
し

て
は

３
月

２
７

日
に

行
わ

れ
る

地
域

協
議

会
で

協
議

さ
れ

ま
す

が
、

来
月

号
の

庁
舎

だ
よ

り
で

お
知

ら
せ

す
る

予
定

で
す

。

今
後

も
、

須
木

地
区

の
活

性
化

の
た

め
に

協
議

を
進

め
て

参
り

ま
す

の
で

、
ご

意
見

等
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
須

木
庁

舎
地

域
振

興
課

（
℡

4
8
－

3
1
3
0
）

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

報
ま

介

３
月

２
１

日
（

春
分

の
日

）
に

、
須

木
地

区
の

戦
没

者
追

悼
慰

霊
祭

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
須

木
忠

魂
碑

前
広

場
に

戦
没

者
遺

族
な

ど
約

６
０

人
が

参
列

し
、

戦
没

者
の

方
々

を
追

悼
す

る
と

と
も

に
、

平
和

へ
の

決
意

を
新

た
に

し
ま

し
た

。
須

木
遺

族
共

助
会

の
京

保
静

雄
会

長
が

「
戦

後
７

０
年

が
経

過
し

、
戦

争
を

体
験

し
た

世
代

が
少

な
く

な
っ

て
ま

い
り

ま
し

た
が

、
戦

争
の

悲
惨

さ
と

平
和

の
尊

さ
を

、
未

来
を

担
う

後
世

へ
し

っ
か

り
と

伝
え

て
い

き
た

い
。

」
と

あ
い

さ
つ

し
ま

し
た

。
　

３
月

１
５

日
　

多
良

木
町

槻
木

地
区

の
住

民
と

グ
ラ

ン
ド

ゴ
ル

フ
の

交
流

を
行

い
ま

し
た

。
　

あ
い

に
く

の
雨

で
、

槻
木

小
学

校
体

育
館

で
の

競
技

と
な

り
ま

し
た

が
、

須
木

地
区

か
ら

の
参

加
者

２
０

名
と

槻
木

地
区

か
ら

の
参

加
者

２
７

名
が

９
班

に
分

か
れ

て
、

和
気

あ
い

あ
い

の
中

で
の

プ
レ

ー
と

な
り

ま
し

た
。

　
競

技
の

後
は

、
槻

木
公

民
館

（
旧

槻
木

中
学

校
）

に
移

動
し

、
地

元
食

材
を

使
っ

た
昼

食
を

全
員

で
囲

み
、

さ
ら

に
交

流
が

深
ま

り
ま

し
た

。
参

加
し

た
八

重
尾

己
年

さ
ん

は
、

「
初

め
て

の
催

し
だ

っ
た

が
、

参
加

者
全

員
楽

し
め

た
。

こ
の

交
流

を
続

け
て

い
き

た
い

。
」

と
話

し
て

い
ま

し
た

。

　
温

泉
に

ゆ
っ

た
り

つ
か

っ
て

、
身

も
こ

こ
ろ

も
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
し

ま
せ

ん
か

。

【
温

泉
バ

ス
を

利
用

で
き

る
人

】
　

須
木

地
区

内
に

在
住

す
る

６
５

歳
以

上
の

人
【

利
用

料
金

】
無

料
【

温
泉

バ
ス

日
程

】
　

毎
月

２
回

　
第

一
月

曜
日

・
第

三
月

曜
日

　
行

き
の

便
：

午
前

1
0
時

～
　

帰
り

の
便

：
午

後
3
時

3
0
分

～
※

バ
ス

車
内

で
、

飲
酒

等
は

で
き

ま
せ

ん
。

※
バ

ス
は

か
じ

か
の

湯
入

浴
の

み
に

利
用

で
き

ま
す

。
温

泉
バ

ス
利

用
は

、
申

請
手

続
き

が
必

要
で

す
。

手
続

き
は

、
須

木
庁

舎
住

民
生

活
課

で
受

け
付

け
ま

す
。

印
鑑

を
ご

持
参

く
だ

さ
い

。
お

問
い

合
わ

せ
先

　
須

木
住

民
生

活
課

　
４

８
－

３
１

３
２

　
「

す
き

む
ら

ん
ど

温
泉

か
じ

か
の

湯
」

　
　

　
～

温
泉

ポ
ン

プ
故

障
に

よ
る

お
詫

び
～

　
先

日
、

温
泉

の
源

泉
を

汲
み

上
げ

る
水

中
ポ

ン
プ

が
老

朽
化

に
よ

り
故

障
し

、
臨

時
休

業
と

な
り

温
泉

愛
好

家
の

皆
様

に
大

変
な

ご
迷

惑
を

お
か

け
い

た
し

ま
し

た
。

　
3
月

2
0
日

に
復

旧
し

、
営

業
を

再
開

さ
せ

て
頂

い
て

お
り

ま
す

。
今

後
と

も
、

温
泉

活
用

を
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

　
３

月
１

４
日

（
土

）
に

国
道

2
6
5
号

線
麓

バ
ス

停
付

近
の

植
栽

帯
で

「
す

き
む

ら
づ

く
り

協
議

会
む

ら
づ

く
り

部
会

」
に

よ
る

花
の

植
栽

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

パ
ン

ジ
ー

や
ビ

オ
ラ

等
春

の
花

が
鮮

や
か

に
彩

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

今
後

、
部

会
の

皆
さ

ん
で

管
理

を
行

い
、

四
季

折
々

の
花

の
植

栽
が

行
わ

れ
る

予
定

で
す

。

　
３

月
２

２
日

（
日

）
、

小
野

ダ
ム

の
湖

面
と

船
着

場
清

掃
を

、
須

木
漁

業
協

同
組

合
、

バ
ス

フ
ィ

ッ
シ

ン
グ

ク
ラ

ブ
、

イ
カ

ダ
組

合
の

メ
ン

バ
ー

が
、

利
用

者
に

気
持

ち
よ

く
使

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
、

草
払

い
及

び
ゴ

ミ
拾

い
を

実
施

し
ま

し
た

。

　
３

月
２

１
日

（
土

）
、

須
木

の
若

者
が

企
画

し
た

「
婚

活
イ

ベ
ン

ト
や

ま
び

こ
ん

」
が

す
き

む
ら

ん
ど

を
メ

イ
ン

会
場

に
開

催
さ

れ
、

見
事

に
1
組

の
カ

ッ
プ

ル
が

誕
生

し
ま

し
た

。
　

　
今

年
は

、
も

み
じ

の
里

づ
く

り
事

業
の

実
施

地
区

と
し

て
、

３
地

区
が

植
栽

を
行

い
ま

し
た

。
　

永
田

地
区

は
鶴

園
公

園
と

十
一

面
観

音
堂

に
八

重
サ

ク
ラ

を
植

栽
、

奈
佐

木
地

区
は

奈
佐

木
運

動
広

場
に

イ
ロ

ハ
モ

ミ
ジ

を
植

栽
、

堂
屋

敷
地

区
は

堂
屋

敷
公

民
館

周
辺

に
、

椿
・

枝
垂

れ
桜

を
植

栽
し

ま
し

た
。

　
今

年
で

事
業

も
最

終
年

度
と

な
り

、
須

木
地

区
で

6
地

区
が

植
栽

を
実

施
し

、
須

木
地

区
に

新
た

な
景

観
ス

ポ
ッ

ト
が

整
備

さ
れ

ま
し

た
。

　
奈

佐
木

地
区

の
宮

窪
実

行
委

員
長

は
、

「
綺

麗
に

咲
い

た
桜

や
モ

ミ
ジ

を
見

な
が

ら
、

今
後

も
地

区
の

み
ん

な
で

交
流

を
し

て
い

き
た

い
。

」
と

述
べ

ら
れ

ま
し

た
。

　
こ

れ
か

ら
多

く
の

人
が

、
各

地
区

で
植

栽
し

た
自

慢
の

名
所

に
訪

れ
る

こ
と

で
し

ょ
う

。


